



 A Study on the Female Image in Soseki’s Masterpieces
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① みな裕福な家庭で生まれ育ち、相当の教育水準を有している。
② 単に顔が美しい人だけではなく、心が優しく、控え目のある日本伝統的な美徳を持
っている人である。
③ 漱石文学に登場させるヒロインと現実の女性の特徴の重なる部分が数多く見られる。
④ この重なる部分は漱石自身が好ましいと考えている部分である。
第五章. 結語
　初期の『草枕』の那美さん、『虞美人草』の藤尾，中期『三四郎』の美禰子、『心』の
静、『それから』の三千代、『門』のお米、『彼岸過迄』の千代子，後期『行人』のお直、
『道草』のお住、『明暗』のお延など、漱石は様々な女性を彼の文学に登場させている。
漱石文学において男性主人公は、弱気、恋愛・夫婦関係における信頼性のゆらぎ、および
神経症といった性格付けがなされている。対照的に女性達の外見は一見脆弱に映るが、そ
の実、強靭な内面性を持ち合わせ、思いきりが良く、勇気を持っている。この点から、漱
石はかなり肯定的な女性観を抱いていたと思われる。
　東西の文化が衝突した明治時代の日本に生きた漱石は、彼の小説において明治時代の知
識階層の状態を克明に記している。漱石はその階層の一人としても、常に自分と社会と家
庭との位置づけを模索していた。漱石は東西文学のぶつかった時代に自分の進むべき道を
選ぶ男性を描くことを通して、同時に女性の問題も取り上げた。この時代に女性はどう生
きるべきか、家庭に対して、あるいは両性関係、いわゆる男女関係に対して、どのような
態度を取るべきか、漱石もまた彼の小説で様々に検討していた。したがう、漱石文学に登
場させた女性の大半は、日本と西洋の特徴を持ち合わせた人物を描いている。漱石文学で
は伝統的な日本風美人が多いが、彼女達の心は強く、独立性があるところは西洋的と言え
る。また、美禰子のような比較的西洋的・現代的な女性もやはり日本伝統的な美徳を守っ
ている。このところは一見対照的的な今の女性にも通じるところがあり意義深い。
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